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船舶IoTデータ活用による
船陸通信ニーズの高まり

1.船陸データ通信ニーズの高まり

船舶IoTデータ活用の業界での広がり
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出所） ISO/DIS 16425, 23807 規格文書より

1.船陸データ通信ニーズの高まり

船舶IoTデータ活用の業界での広がり

日本舶用工業会「スマートナビゲーションシステム研究会」
（SSAP）で策定した船陸通信やデータ活用関連の国際規格
①ISO16425  船内ネットワーク装備指針 (2013)
②ISO19847  船上IoTデータサーバ要件規格 (2018)
③ISO19848  船上データの名称標準規格 (2018)

船陸間データ通信についても
標準化が必要とされる



Monohakobi Techno Forum 2022

© 2022. MTI Co., Ltd. All rights reserved. 3

⚫船舶運航において、船舶と陸の船舶管理会社や運航オペレーター間
のデータ共有は、船舶Eメールにファイルを添付する方法を主に利用
している。しかし、このEメール添付に頼ったファイル共有では、
以下のような課題が生じていた。

✓低速な船陸間衛星通信において、大容量ファイルが相手にきちん
と届かないことがある。

✓衛星回線の不安定さによりファイルの再送が繰り返され、他の業
務メールの送受信が滞る。

✓通信プロバイダーの変更や設定変更に伴い、ファイルが送受信で
きなくなり、復旧に多くの時間とコストがかかることがある。

✓ファイル送受信セキュリティの課題。 など

２.船陸データ通信の標準化
これまでの船陸データ通信の課題
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⚫目的：
これまでの船陸間データ通信の課題を解決する事を目的とし、
船陸間でより安定的・効率的にかつセキュアーなファイル共有を
実現するための一般的な機能要件を定義した規格。

⚫利用用途：
ISO 19847「船上データサーバー」で収集した船舶IoTデータを船から
陸へ安定的にデータ送信する事を主な用途としているが、その用途
以外にも、船舶運航に関するB2B（企業間取引）のファイル交換
（例：船舶管理会社から各船舶のへ業務ファイル共有など）にも
利用することができる。

２.船陸データ通信の標準化
標準化のメリット①
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船舶機器のさらなる高度化・自動化が進んだ際に、
機器ソフトウェアやAIロジック等の更新のニーズにも対応

Central IT/OT
Management 

System

２.船陸データ通信の標準化
標準化のメリット②

船舶高度化におけるニーズへの対応
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２.船陸データ通信の標準化
関連する標準化規格との関係性
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●船陸間の非同期データ伝送の一般要求
・暗号化、データ圧縮、重複送信防止、リカバリー等について

●船側のデータ伝送エージェント の機能（青枠）
船上アプリとのデータ入出力方法 等について

●陸側のデータ伝送エージェント の機能 （緑枠）
陸上アプリとのデータ入出力方法 等について

●非同期データ管理エージェントの機能要求事項（赤枠）
回線速度や容量、優先度、レジューム管理等

●非同期データ伝送のセキュリティについて

２.船陸データ通信の標準化

規格の内容
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・NP: New work item Proposal, 
・WD: Working Draft
・CD: Committee Draft
・DIS: Draft International Standard
・FDIS: Final Draft International Standard
・IS: International Standard

NP

WD

CD (Skip)

DIS

FDIS

IS

PWI
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①2021年1月22日～
ISO TC8 WG10にWD回章

②2021年3月16日
ISO TC8 WG10 Panel会議

③2021年9月1日
タイトル変更投票

④2021年10月9日
CD Skip 投票

⑤2022年1月25日
ISO TC8 WG10 Panel会議

⑥2022年6月～9月
DIS投票

⑦2022年10月5日
ISO TC8 WG10 Panel会議

⑧2022年11月上旬
最終版をISO事務局に提出

Proposed NP and  Ballot 

from Dec. 2019 
to Mar. 2020  (3 months)

Proposed WD and Ballot

from 25 Jan. 2021 
to 2 Mar. 2021 (3 months)

Propose DIS and Ballot 

from Apr. 2022 
to Sep. 2022  (20 weeks)

CD Skip Ballot

from Oct. 2021 
to Nov. 2021  (4 weeks)

*Supported by

標準化までの道のり

２.船陸データ通信の標準化



Monohakobi Techno Forum 2022

© 2022. MTI Co., Ltd. All rights reserved. 9

ISO23807準拠の船陸データ通信システムの導入

機関系写真データ
の送信

運航関連文書の
自動同期

運航動画データ
の共有

船舶IoTデータ
送信

業務ドキュメント
の自動更新

文書自動同期 更新データ配信 IoTデータ送信 大容量ファイル送信

ISO19847準拠
船舶データサーバ

SIMS3

２.船陸データ通信の標準化
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出所）ISO/TC8/WG10 Ship-shore data communication 2nd panel 資料より当社編集 (2020.9)

Scope of ISO 23807

Main Scope of ISO 23807 
Data transfer for B2B 

application
(ISO19847 Ship data transfer)

Scope of IEC 63173 (SECOM)

Scope of ISO 28005-1,2,3
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Video/Voice transmission

Data transfer for navigational 
application(e-navigation)

Data transfer for trade application
(Maritime single window)

Type of communication

New standard ?

Highly automated vessel,
Maritime Autonomous Surface Ships 

(MASS)

自律運航船のための船陸データ通信に関する標準化も必要

３.これからの取り組み
自律運航船における船陸通信のニーズ

Asynchronous
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ご清聴どうもありがとうございました。


